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１．目的 

 障害者差別解消法（平成 28 年 4月）施行に伴い、現在の

障害学生支援では、聴覚障害学生からの意思表明を前提と

する合理的配慮の提供が義務となっている。しかし、高校

まで地域校に通っていた聴覚障害学生は自身の支援ニーズ

に気づいていないことや、情報保障の受け方を知らないこ

と、情報保障を受けることに抵抗感があることなどが報告

されている(高橋,2005 など)。しかし、個の意思表明に基

づいた合理的配慮の提供のみならず、環境整備も行う必要

が考えられるが、具体的な実践例が見当たらない。そこで、

本研究では、大学の支援担当教職員が聴覚障害学生の状況

に応じて取り組んでいる意思表明支援に向けての環境調整、

個への対応について実践内容を明らかにすることで、意思

表明支援を推進するための示唆を得ることを目的とする。 

２．方法 

対象：聴覚障害学生支援の経験の実績が比較的長い大学 6
校の支援担当教職員 13 名（1 校あたり 1～4 名） 
データ収集の手続き：選択肢もしくは自由記述回答による

アンケート調査を実施した。期間は 2016 年 7 月〜8 月で

あり、メールと郵送にて調査票を配布し、回答を求めた。

調査項目は、「インタビュー協力者の属性」「修学上の支援

として実施している支援内容および聴覚障害学生の意思表

明を促す支援」「各場面においての、聴覚障害学生の意思表

明を促すための働きかけ内容」など 31項目とした。 

倫理的配慮：本研究への協力は任意とし、得られたデータ

は本研究のみに使用し、個人が特定されないことを対象者

に説明し、紙面による同意を得た上で調査を実施した。  
分析手法：分析にあたっては、聴覚障害学生の状況、支援

室の動きに該当すると考えられるものを抽出し、「環境への

働きかけ」、「個への働きかけ」及び「両方への働きかけ」

という軸で日本学生支援機構(2015)の組織フローチャート

を参考に、時系列及び大学での場面ごと（入学試験前等）

に分類した。なお、データの切片化においては、意思表明

支援として行っている内容について着目し、短文で示すコ

ーディングを行った。 
３．結果 

（１）回収について：全調査協力者から調査協力を得た。 
（２）場面ごとにおける働きかけの実践例：Table 1 に示

したとおり、支援担当教職員の働きかけの実践例について、

場面ごと及び聴覚障害学生の状況ごとに「環境への働きか

け」にあたる実践例を「情報保障の環境整備」、「両方への

働きかけ」の実践例を「情報保障の利用開始への支援」、「個

への働きかけ」の実践例を「情報保障の主体的な活用への

取り組み」とし、14 の大項目と 28 の小項目が抽出された。

個及び環境への働きかけとして、入学場面から面談では対

人援助技術を用いる様子や、他部署との連携が見られた。

加えて、修学場面では個別支援計画の作成やモニタリング

を経ていく中で、他の聴覚障害学生とのネットワークを形

成し、卒業段階では社会資源についての情報提供等を行う

段階的な支援が示された。 
４．考察 

 支援担当教職員が意思表明支援のために、入学から卒業

にわたり、段階的かつ個及び環境に対し働きかけていると

いう実践例が示された。これらのことから、支援担当教職

員による働きかけにおける専門性の必要についても示唆が

得られた。しかしながら、これらの専門性については、必

ずしも意思表明支援の専門性を確立する要素にならない可

能性がある。従って、今後はこれらの意思表明支援の専門

性を確立することが喫緊の課題であると考えられる。 

※本研究は、平成 28 年度 PEPNet-Japan モデル事例構築事

業「聴覚障害学生の意思表明支援～支援担当教職員の役割

を中心に～」の一環として実施したものである。 
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Table1 各場面及び聴覚障害学生の状況に応じた支援担当教職員の働きかけに関する実践例

情報保障体験 OCで経験させる OCで利用体験
入学試験 障害・ﾆｰｽﾞの認識 情報保障者養成 把握 支援の申請方法 把握 授業担当教員との連携

聴取する内容
コミの方法・工夫

ガイダンス 面談での情報保障
入学式 保護者対応

初回面談の留意点
申請への抵抗
情報保障申請

準備調整 先生へ配慮依頼 支援のイメージ作り 授業担当教員との連携
欠席連絡等 イメージ作りの説明 ラポール形成
字幕がない等 他の聴障生の活用 ｱｾｽﾒﾝﾄとﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ
情報保障のない場 話し方とﾀｲﾐﾝｸﾞ
わかりやすさ等 具体的ｲﾒｰｼﾞ促進

評価等 発表時の情報保障 ﾛｰﾙﾓﾃﾞﾙ提示
＊１ 聴障先輩と交流促進

支援学生との集まり
養成講座での語り

助言 後輩へ体験語る 教職員の手話使用
調整 困り事を共有 聴覚障害教職員

就職活動 卒業後の危機感
卒業 情報保障のない場
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